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２㹀㸮㸶 

「発見」どⅬでイノ࣋ーࣙࢩンをಁ㐍するᐇ㊶的なࣇレー࣒のᥦ᱌ 

 
㸦株）ᮾⰪ ᯈ㇂࿴ᙪ 

 
要᪨ 
 日本のႚ⥭の課題であるイノ࣋ーࣙࢩン๰出の課題に対してᐇ行ຊ・プロセスᨵၿ重ど

ではなく、「発見」どⅬでイノ࣋ーࣙࢩンをಁ㐍するᐇ㊶的なࣇレー࣒を♧す。ᐇ㊶的なࣇ

レー࣒は、ೃ⿵≀㉁、ࢩーࢬᢏ⾡、事業、㢳ᐈ、それらのຠ果的な⤌ࡳ合ࢃせなど、発見

の対象ࡈとにセレンディࣆティの分㢮にᚑってタ定する。発見は࣐ネジ࣓ント可能との❧

場でᐇドデータの౛♧と考察をはかる。 

 

㸯㸬はじめに 

 日本の⏘業ຊᙉ化によるイノ࣋ーࣙࢩンが望まれてஂしいが、ዲ事౛がḟ々と๰出され

るという状ἣには࡯ど㐲い。その理⏤の一つに、౫然として多くの௻業・⏘業における関

心が、ᐇ行ຊ・プロセスᨵၿである「How」に向けられていることがあると考えられる。How

そのものの重要性はྰ定しないが、グローバル➇தがཝしさを増す中で、᪤Ꮡ事業や㝈ら

れたᕷ場のᘏ㛗の範ᅖで How を研ぎ⃈ますことのຠ果には㝈⏺があるものとゝえる。他社

や他ᅜの➇த相手にẼ௜かれていない、ఱらかのⅆ種となる「What」を発見することがで

きれࡤ、イノ࣋ーࣙࢩン๰出࡬の᭷望な一Ṍとすることができよう。さらにᇵってきた How

のᙉࡳと結ࡧつけれࡤ、ᅜ㝿➇தຊを᭷する⏘業࡬と⫱ᡂすることも可能である。最㏆で

は◚ቯ的イノ࣋ータのスキルとして「発見ຊ」がイノ࣋ーࣙࢩンの源Ἠであるとの指᦬も

なされており、発見の重要性は෌認識されつつある[1]。 

 なお本✏でᢅう Whatとは、᥈⣴研究におけるೃ⿵≀㉁やࢩーࢬᢏ⾡にとどまらず、新㢳

ᐈ・࣐ーケット、ࣅジネスࣔデル、新たな౽┈のᥦ౪など、ᗈ⩏のどⅬで発見の対象をᢅ

うものとする。イノ࣋ーࣙࢩンのⅆ種として発見が重要であることは、あらためてゝうま

でもないが、ᐇ㊶的な発見ᨭ᥼の方策に関しは課題が多い。⤒Ⴀ上ᒙのどⅬでのၨⵚや[1]、

認知科学を中心とした発見に関する科学的研究は多いが[2]-[5]、࣐ネジ࣓ント、特に࣑ド

ル࣐ネージャーや、新事業๰出を௵された担ᙜ者が、ᣐりᡤとできるయ系的なඛ行研究は

、ン研究や研究㛤発࣐ネジ࣓ントにおいても知識๰出ࣙࢩど見られない。イノ࣋ーࢇと࡯

๰造性ᨭ᥼を対象としたものは見られるが、発見特᭷のഅ然性や෕㛗性に㋃ࡳ㎸ࢇだ㆟論

は少ない。そこで本✏では、これまで➹者らが行ってきた᥈⣴研究における発見の࣐ネジ

࣓ントをᖜᗈい分㔝・㝵ᒙにおける発見ᨭ᥼に役❧つよう発展させることをヨࡳる。ᗈ⩏

の発見を理ゎ・ᨭ᥼するためにලయ的なࣇレー࣒をᥦ᱌するとともに、関連する事౛を౛
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♧し、ⅆ種となる Whatを発見するためのᨭ᥼の方策を㆟論する。 

 

㸰㸬発見の定⩏と分㢮 

 認知科学では、発見に⮳るプロセスは、௬ㄝ✵間とᐇ験✵間という 2 つのၥ題✵間の

᥈⣴としてとらえ得ることが指᦬されている[3]。すなࡕࢃ、㐺ษな௬ㄝを見つける過⛬㸦௬

ㄝ✵間の᥈⣴）と、㐺ษなᐇ験を見つける過⛬㸦ᐇ験✵間の᥈⣴）とがあり、その୧者を

うまく⤫合することによって科学的発見のプロセスが㐍展すると一⯡的に考えられている

[4],[5]。本✏では、ᗈく発見のᨭ᥼を㆟論するために、認知科学的などⅬでは๓ẁ㝵とも

ゝえる事象もྵめて「一見関連性の見られない事象どうしを結ࡧ௜けること」を発見の定

⩏とする。 

本✏における発見の分㢮としては、അ然にண᝿外の発見をする能ຊである「セレンディ

ティの分㢮では、ᛮࣆティ」の考え方を用いて分㢮をはかることとする[6]。セレンディࣆ

いồめてきたことをഅ然に見つけ出すことをᨃのセレンディࣆティとゝう。౛えࡤ᥈⣴研

究においてຠ果的な新⸆のೃ⿵≀㉁を見つけ出すことが相ᙜする。一方、ᛮってもࡳなか

ったことをഅ然ᛮいつくことを┿のセレンディࣆティという。࣐ジックテープや࣏ストイ

ットが代⾲的な౛だろう。 
 

㸱㸬ࣇレー࣒のᥦ᱌ 
 ᅗ㸯に、発見に関ࢃる知識と目ᶆとの関ಀ性にὀ目したࣇレー࣒を♧す。まず、ᅗ 1(a)

にᨃのセレンディࣆティに対するࣇレー࣒を♧す。ᨃのセレンディࣆティでは、㸦知識のギ

ャップ㡿域で）未㋃の知識を㏣いồめる。すなࡕࢃ、ክのような目ᶆに対して、大⫹な௬

ㄝ㸦௬目ᶆ）をタ定し、ᖖ識にとらࢃれないヨ行㘒ㄗを⧞り㏉すことが発見のプロセスの

中᰾となるため、ಁ㐍するためにはᐇ行ᶒ㝈を大ᖜに現場にጤㆡすることを主とする᪋策

が᭷ຠとなる[7]-[10]。一方、ᅗ 1(b)に┿のセレンディࣆティに対するࣇレー࣒を♧す。

┿のセレンディࣆティでは、結果的に「新たな目ᶆ」を見出す㏫ㄝ的なアプローチがồめ 

      
ᅗ 1(a). ᨃのセレンディࣆティのࣇレー࣒   ᅗ 1(b). ┿のセレンディࣆティのࣇレー࣒ 
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ᅗ 1(a). ᨃのセレンディࣆティのࣇレー࣒   ᅗ 1(b). ┿のセレンディࣆティのࣇレー࣒ 

られ、現場や⤌⧊のしがらࡳにとらࢃれない様々な༠調活動の連㙐が重要となる。そのた

め、⤌⧊をᶓ᩿した知識の⋓得や、ၥ題意識の高いリーࢲを中心とした情報交᥮、インࣇ

࢛ー࣐ルな㆟論などが᭷ຠになる[9]。 

 ୧ࣇレー࣒は相⿵的であって᤼他的ではない。౛えࡤᨃのセレンディࣆティにおける発

見は、┿のセレンディࣆティに向けた「トリ࢞ー」となり得る。┿のセレンディࣆティで

発見した新たな目ᶆのᐇ現のためには、画ᮇ的な新ᮦ料をᚲ要とすることがᾋき᙮りにな

るなど、相஌して発見の機会を๰出する可能性もある。ὀ意をᡶࢃなけれࡤいけないのは、

どࡕらかのࣇレー࣒にᅛᇳした⤌⧊や࣐ネジ࣓ントのไᗘ化や、ຠ⋡性・計画性を重どし

たᚑ来ᆺの࣐ネジ࣓ントの㐺用であり、発見のⱆを᦬ࡴことになりかࡡない。対ᓖする発

見に関ࢃるイࣗࢩーに相ᛂしいࣇレー࣒をὝ察して、⮫機ᛂኚに対ᛂすることが重要であ

る。 

 
㸲㸬事౛と分析 
㸲㸬㸯㸬ᨃのセレンディࣆティの場合 
 ➹者らは、ᢏ⾡系௻業におけるᨃのセレンディࣆティをᨭ᥼する方法として「発見の現

場主ᑟᆺ࣐ネジ࣓ント」をᥦ᱌した [7]、[8]。本࣐ネジ࣓ントは、特性要⣲として、◚᱁

のᐇ行ᶒ㝈のጤㆡ、ࣅジࣙン的⾲現による目ᶆのඹ᭷、ゆるやかなコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン、

᪤Ꮡ⤌⧊との⮫機ᛂኚなᩚ合から構ᡂされている。これまでに、日本のあるᢏ⾡系௻業の

研究ᡤにおいて、アクࣙࢩンリࢧーチ法によりそのຠ果の᳨ドを行ってきた。ඃれた特チ

出㢪や᥇ᢥ⋡のཝしいᅜ㝿会㆟࡬の論文᥇ᢥなどもྵめて、そのᢏ⾡系௻業にとって意⩏

のある発見を๰出するຠ果があることが分かった。さらに⥅続して 5 年間にࢃたり㏣㊧調

査したところ、๰出された発見がⅆ種となり、新つ事業としての事業化᳨ウに⮳った事౛

もいくつか見られている。一方で、本࣐ネジ࣓ントを㐺用すると外部からの知識⋓得をᢚ

ไするという課題も明らかとなった。௒ᚋより望ましい࣐ネジ࣓ント࡬とᨵၿされること

がᮇᚅされる。 
㸲㸬㸰㸬┿のセレンディࣆティの場合 

 ┿のセレンディࣆティに関しては、同ᢏ⾡系௻業における࢜ン・ラインの参ຍᆺ観察に

よって[4]、⯆࿡῝い事౛が཰集されている。ᨃのセレンディࣆティの場合と異なり、リー

や上⣭ᢏ⾡者などの役職者を௓した✚ᴟ的な༠調活動が㘽になっている事౛が多い。たࢲ

だし、トップࢲウンで㆟論や≀事を㐍めるのではない。役職者としての⫪書きをはずし、

㆟論で生じた「ㄗゎ」を正したりせず、「そࢇなことは୙可能」とのྰ定的なゝ動・態ᗘを

ྲྀらないことにより、᝿定外の目ᶆを⋓得することが多い。役職者の心構えをኚえれࡤ┿

のセレンディࣆティのきっかけを増やすことは可能であると考えられる。さらに、ᨃのセ

レンディࣆティは、こうした┿のセレンディࣆティ๰出に向けた༠調活動の᭷ຠな「トリ

࢞ー」となり得ることも明らかになってきた。 
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㸲㸬㸱㸬┣Ⅼとなる事౛ 
 ௨ୗの事౛は、ᨃと┿のセレンディࣆティを相஫に行き交う、あるいはᢏ⾡系௻業にと

って発見の機会を見┤す┣Ⅼとなる事౛となるであろう。 

・ ᬑẁ⟶理に㏣ࢃれるリーࢲが、「ᡂ果⟶理主⩏ୗでは部ୗにリスクのあるᐇ験をやら

せにくい。」と、ᩒえて自分自㌟でᐇ験を行う時間をసり、チー࣒で行きワっていた

課題に対ᓖしたところ、ẚ㍑的短時間にᨃのセレンディࣆティにᕠり合ったという。 

・「本社の中央研究ᡤで࣎ࢶになったテー࣐をᡃ々子会社のキーパーࢯンに⤂௓してくれ

ないかとᛮうことがⰋくあるのです。ᡃ々にとっては、社㐠をかけてྲྀり⤌࡭ࡴき貴

重なࢩーࢬᢏ⾡になり得ることがあるのです。」 

・「とにかく会うおᐈさࢇに๓の部門で㛤発してきたࢧンプルを⨨いて来るのです。㠃会

の目的とはまったく関ಀのないᮦ料なのですが。」 

ᢏ⾡系௻業は、工夫ḟ➨では発見๰出の機会にᐩࢇでいるともゝえる。ࣇレー࣒を意識

しながら、ຠ果的な⤌⧊行動をᶍ⣴すれࡤイノ࣋ーࣙࢩンのⅆ種をᑟく Whatをಁ㐍するこ

とは可能であろう。 

 
㸳㸬まとめ 
 本✏ではᗈ⩏の発見を定⩏するとともに分㢮を行い、発見の理ゎと㆟論のためにᐇ㊶的

なࣇレー࣒をᥦ᱌した。さらに関連する事౛を౛♧し、イノ࣋ーࣙࢩンのⅆ種となる What

を発見するためのᨭ᥼の方策を㆟論した。 
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